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シ
テ
ィ
ま
ち
び
ら
き

問
　
何
を
も
っ
て
ま
ち
び
ら
き

な
の
か
。
そ
の
後
の
予
定
も
伺

う
。

市
長
　
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
大
神
地

区
土
地
区
画
整
理
組
合
が
県
や

本
市
な
ど
関
係
者
と
と
も
に
、

本
市
の
北
の
核
と
し
て
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
こ

と
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
を
更
に
推
進
し

て
い
く
た
め
に
実
施
す
る
も
の

で
あ
る
。
ま
ち
び
ら
き
後
は
引

き
続
き
公
共
施
設
整
備
や
立
地

企
業
の
操
業
開
始
が
進
み
、
区

域
内
の
倉
見
大
神
線
の
供
用
な

ど
が
見
込
ま
れ
る
。

問
　
実
現
を
目
指
す
環
境
共
生

都
市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長
　
立
地
企
業
や
組
合
、

県
、
本
市
が
、
立
地
企
業
推
進

協
議
会
な
ど
で
協
議
を
図
り
、

太
陽
光
発
電
な
ど
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
雨
水
の
再

利
用
な
ど
水
・
資
源
の
リ
サ
イ

ク
ル
、
富
士
山
の
眺
望
へ
の
配

慮
な
ど
を
実
施
す
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
観
光

問
　
全
国
に
約
20
団
体
あ
る
バ

リ
ア
フ
リ
ー
ツ
ア
ー
セ
ン
タ
ー

が
取
り
組
む
バ
リ
ア
フ
リ
ー
観

光
の
認
識
を
伺
う
。

市
長
　
車
椅
子
を
利
用
す
る
障

が
い
の
あ
る
人
や
高
齢
の
人
な

ど
が
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ

と
な
く
気
軽
に
観
光
を
楽
し
め

る
た
め
の
調
査
や
支
援
な
ど
に

取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動

で
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
る
観
光
の
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
と
捉

え
て
い
る
。

問
　
本
市
で
は
店
舗
改
装
費
の

補
助
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、

観
光
庁
で
は
宿
泊
施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
費
用
を
補
助
す

る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

を
活
用
で
き
な
い
か
。

市
長
　
本
市
の
補
助
事
業
は
、

中
心
市
街
地
に
お
け
る
に
ぎ
わ

い
の
創
造
と
魅
力
あ
る
商
店
街

づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
業

も
対
象
に
含
ん
で
い
る
。
し
か

し
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
や
休
憩
ス

ペ
ー
ス
を
充
実
さ
せ
る
改
装
を

想
定
し
て
い
る
た
め
、
対
象
エ

リ
ア
の
路
面
店
の
１
階
部
分
の

み
が
対
象
で
あ
る
。
一
方
、
観

光
庁
の
宿
泊
施
設
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
促
進
事
業
は
、
ホ
テ
ル

や
旅
館
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

対
象
と
し
て
い
る
。
今
後
さ
ま

ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
を
整
理
し
、

平
塚
商
工
会
議
所
や
商
業
者
、

本
市
で
組
織
す
る
中
心
市
街
地

活
性
化
協
議
会
の
中
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル 

実

証

実

験

問
　
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
ポ
ー

助
成
に
対
す
る
見
解
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
今
年
度

か
ら
市
内
四
つ
の
医
療
機
関
で

検
査
が
可
能
に
な
っ
た
。
検
査

費
用
に
差
が
あ
る
の
で
、
助
成

額
の
設
定
や
助
成
方
法
な
ど
を

検
討
し
、
進
め
て
い
き
た
い
。

成
年
後
見
事
業

問
　
成
年
後
見
制
度
の
周
知
の

状
況
と
課
題
対
策
を
伺
う
。

福
祉
部
長
　
市
民
意
識
調
査
で

は
制
度
の
認
知
度
が
40
・
３
％

で
あ
る
。
引
き
続
き
、
出
張
講

座
や
若
年
層
に
対
す
る
知
識
の

浸
透
な
ど
を
目
指
し
た
演
劇
な

ど
に
よ
り
周
知
し
て
い
く
。

問
　
後
見
サ
ポ
ー
タ
ー
は
社
会

福
祉
協
議
会
の
所
属
と
な
る
。

課
題
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

福
祉
部
長
　
後
見
サ
ポ
ー
タ
ー

が
市
民
後
見
人
に
な
っ
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
知
識
や
経
験
が

必
要
で
あ
る
。
社
会
福
祉
協
議

会
に
は
、
後
見
サ
ポ
ー
タ
ー
の

疑
問
点
な
ど
に
応
え
て
も
ら
う

よ
う
、
ま
た
研
修
が
充
実
す
る

よ
う
促
し
て
い
き
た
い
。

龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン
整
備

問
　
Ｃ
エ
リ
ア
を
市
民
協
働
で

整
備
す
る
と
し
た
理
由
と
期
待

す
る
効
果
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
意
見
交
換
会

で
、「
市
民
と
の
協
働
で
整
備

し
た
方
が
よ
い
」
と
い
う
意
見

が
あ
り
、
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

－

Ｐ
Ｆ
Ｉ

手
法
と
の
両
立
を
検
討
し
、
Ｃ

エ
リ
ア
を
協
働
で
整
備
す
る
こ

と
と
し
た
。
こ
の
こ
と
で
、
多

く
の
市
民
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
い
、
長
く
愛
さ
れ
、
利
用
さ

れ
る
公
園
に
な
る
と
考
え
る
。

問
　
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

－

Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ

る
整
備
面
積
を
縮
減
し
て
、
な

ぜ
債
務
負
担
行
為
の
限
度
額
が

16
億
円
に
増
額
と
な
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
整
備
費
で

プ
ー
ル
撤
去
埋
め
戻
し
費
用
を

市
費
と
し
た
こ
と
、
維
持
管
理

費
で
砂
押
し
業
務
、
地
域
連
携

業
務
、
パ
ト
ロ
ー
ル
業
務
な
ど

を
追
加
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
ま
た
、
事
業
者
の
収
益
が

減
る
こ
と
も
影
響
し
、
20
年
間

で
約
４
億
円
の
増
額
と
な
る
。

問
　
集
客
の
た
め
に
は
、
公
募

対
象
公
園
施
設
の
建
築
面
積
を

最
大
限
ま
で
可
能
と
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長
　
自
然
豊
か
な

エ
リ
ア
で
、
景
観
に
十
分
に
配

慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
建
築
面

積
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る
方
向

ト
を
何
か
所
設
置
し
、
土
地
の

確
保
は
ど
う
す
る
の
か
。

市
長
　
本
市
が
候
補
地
と
し
て

挙
げ
た
公
有
地
の
ポ
ー
ト
設
置

箇
所
は
７
か
所
で
あ
る
。
こ
の

候
補
地
は
協
働
事
業
者
か
ら
の

要
望
を
踏
ま
え
、
県
や
庁
内
各

部
署
と
調
整
を
進
め
て
い
る
。

問
　
美
術
館
や
博
物
館
な
ど
の

文
化
ゾ
ー
ン
や
総
合
公
園
含

め
、
市
内
全
域
で
ポ
ー
ト
を
設

置
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

産
業
振
興
部
長
　
現
在
、
花か

菜な

ガ
ー
デ
ン
や
総
合
公
園
、
馬
入

ふ
れ
あ
い
公
園
、
高
浜
台
歩

道
、
漁
港
、
市
役
所
周
辺
、
駅

周
辺
に
ポ
ー
ト
の
設
置
を
予
定

し
て
い
る
。
市
内
の
回
遊
性
が

大
事
に
な
る
の
で
、
ま
ず
は
こ

の
部
分
の
実
現
を
進
め
て
、
そ

の
後
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
動
向

を
踏
ま
え
市
内
全
域
に
拡
大
し

て
い
く
流
れ
に
な
る
と
思
っ
て

い
る
。

中
学
校
の
完
全
給
食

問
　
調
理
場
の
候
補
地
は
ど
の

よ
う
に
選
定
す
る
の
か
。

教
育
長
　
現
在
の
東
部
、
北
部

共
同
調
理
場
で
調
理
し
て
い
る

小
学
校
21
校
分
と
、
中
学
校
15

校
分
を
合
わ
せ
た
36
校
分
の
約

１
万
６
千
食
を
提
供
で
き
る
規

模
の
施
設
が
建
設
で
き
る
場
所

を
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
各

小
・
中
学
校
へ
効
率
的
に
配
食

で
き
る
立
地
条
件
も
兼
ね
備
え

た
場
所
が
適
地
と
考
え
て
お

り
、
民
地
の
活
用
も
含
め
選
定

を
行
っ
て
い
る
。

問
　
建
設
の
事
業
手
法
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長
　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
な
ど
の

民
間
活
力
を
活
用
し
た
整
備
方

式
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
て
お

り
、
そ
の
整
備
方
式
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
手
法
が
あ
る
た
め
、
最

適
な
手
法
を
選
択
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

教
育
現
場
の
暑
さ
対
策

問
　
水
分
補
給
の
指
導
と
学
校

の
水
道
水
の
品
質
管
理
の
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
学
校
・
園
で
は
、
い

つ
で
も
水
分
補
給
が
で
き
る
よ

う
に
飲
み
物
の
持
参
を
認
め
て

い
る
。
授
業
時
間
に
も
水
分
補

給
が
で
き
る
時
間
を
確
保
す
る

な
ど
、
こ
ま
め
に
声
掛
け
を
し

て
い
る
学
校
も
あ
る
。
水
道
水

の
品
質
管
理
は
、
学
校
保
健
安

全
法
及
び
学
校
環
境
衛
生
基
準

に
よ
る
飲
料
水
の
水
質
検
査

と
、
建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的

環
境
の
確
保
に
関
す
る
法
律
及

び
水
道
法
に
よ
る
貯
水
槽
と
末

端
給
水
栓
の
水
質
検
査
を
、
市

立
小
・
中
学
校
及
び
幼
稚
園
で

毎
年
実
施
し
て
い
る
。

問
　
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

に
よ
り
、
防
災
・
減
災
対
策
は

効
果
的
に
機
能
す
る
か
。

副
市
長
　
改
訂
し
た
計
画
に
は

熊
本
地
震
な
ど
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
減
災
を
進
め
る
こ
と
を
明

記
し
て
い
る
。
減
災
対
策
は
、

自
治
体
の
力
だ
け
で
は
困
難
で

あ
る
た
め
、
市
と
関
係
機
関
な

ど
と
の
協
定
締
結
に
基
づ
く
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

問
　
被
災
現
場
で
の
対
応
経
験

が
あ
る
人
材
を
ど
う
確
保
し
、

減
災
体
制
を
強
化
す
る
の
か
。

副
市
長
　
本
市
は
災
害
協
定
に

基
づ
く
職
員
派
遣
を
実
施
し
て

お
り
、
成
果
を
職
員
全
体
に
還

元
し
て
い
る
。
派
遣
職
員
は
、

配
属
さ
れ
た
部
署
で
培
っ
た
経

験
を
業
務
に
生
か
し
て
い
る
と

考
え
る
。
ま
た
、
国
に
は
災
害

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
総
括
支
援
員
を

派
遣
す
る
仕
組
み
が
あ
り
、
本

市
が
対
象
と
な
っ
た
場
合
は
有

効
に
活
用
で
き
る
と
考
え
る
。

問
　
災
害
時
受
援
計
画
を
策
定

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

副
市
長
　
災
害
時
の
支
援
の
実

効
性
を
高
め
る
こ
と
は
、
ま
ち

の
復
旧
や
市
民
の
生
活
再
建
に

必
要
な
も
の
で
あ
る
。
で
き
る

限
り
早
い
時
期
で
の
策
定
を
目

指
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
日
本
環
境
感
染
学
会
で
は

感
染
制
御
支
援
チ
ー
ム
を
設
置

し
て
い
る
。
避
難
所
で
の
感
染

症
を
防
ぐ
た
め
に
、
専
門
家
の

育
成
が
必
要
で
は
な
い
か
。

副
市
長
　
学
会
の
取
り
組
み
は

有
効
と
考
え
る
の
で
情
報
収
集

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
連
携

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
防
災
危
機
管
理
部
長
の
ポ

ス
ト
は
ど
う
な
る
の
か
。

市
長
　
９
月
議
会
で
機
構
改
革

の
提
案
を
考
え
て
お
り
、
部
長

含
め
市
長
直
属
と
し
た
い
。

問
　
危
機
管
理
監
も
市
長
直
属

の
流
れ
を
く
み
、
早
め
の
体
制

を
整
備
で
き
な
い
か
。

市
長
　
危
機
管
理
の
中
心
的
な

人
物
を
定
め
て
い
き
た
い
。

問
　
通
学
路
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ

ク
塀
な
ど
の
調
査
に
つ
い
て
、

関
係
者
と
の
情
報
の
共
有
化
を

検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
昨
年
度

に
１
５
９
か
所
の
危
険
箇
所
を

調
査
し
、
17
か
所
が
改
善
さ
れ

た
。
該
当
家
庭
に
は
継
続
的
に

新
た
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
設
置
な

ど
を
促
し
て
い
き
た
い
。

新
生
児
聴
覚 

検
査
の
推
進

問
　
新
生
児
聴
覚
検
査
の
公
費

で
検
討
し
設
定
し
た
。

漁

港

周

辺
・ 

ビ
ー
チ
パ
ー
ク
他

問
　
新
港
大
浜
ア
ク
セ
ス
道
路

整
備
の
進
捗
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
防
潮
機
能
の

確
保
や
隣
接
す
る
国
有
地
な
ど

の
利
用
の
方
向
を
定
め
る
こ
と

な
ど
が
必
要
で
、
現
在
、
関
係

機
関
な
ど
と
協
議
し
て
い
る
。

問
　
来
年
設
置
の
波
力
発
電
所

の
産
業
振
興
に
お
け
る
位
置
付

け
と
今
後
の
展
開
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
波
力
発
電

は
、
産
業
振
興
計
画
２
０
２
４

に
位
置
付
け
て
い
る
基
本
方
針

の
主
軸
で
あ
る
。
今
後
は
、
低

コ
ス
ト
化
や
普
及
啓
発
な
ど
に

取
り
組
み
、
実
用
化
に
近
づ
け

て
い
く
。

問
　
ビ
ー
チ
パ
ー
ク
の
津
波
避

難
施
設
の
規
模
と
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
施
設
の
規
模

は
床
面
積
が
65
平
方
メ
ー
ト

ル
、
避
難
階
の
高
さ
が
約
３
・

７
メ
ー
ト
ル
、
標
高
12
・
12

メ
ー
ト
ル
で
、
今
年
度
中
の
完

成
を
目
指
し
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
Ｚ
Ｅ
Ｈ

推
進
に
つ
い
て

公明ひらつか 所 属 議 員

バ
リ
ア
フ
リ
ー
観
光
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